
41子ども読書活動推進事業【中央図書館】
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市民 事業者

職員 その他

担当課 中央図書館

予算区分（款-項-目-中事業） 9-4-4-1 中央図書館運営事業

（中事業名） 中央図書館運営事業 決算書ページ 227 228 一般

基本目標 子どもが元気に育つまち

政策 子どもの健やかな成長を支える環境の整備

施策 子どもが主体的に学ぶ機会の創出

開始年度 平成２４年度

終了予定年度 年度 　未定 市民・民間事業者との連携協働の可能性 両者と協働可

根拠法令等 図書館法、子どもの読書活動の推進に関する法律

関連計画 第３次長久手市子ども読書活動推進計画、長久手市教育振興基本計画

アウトプット（詳細はⅡへ） アウトカム（詳細はⅢへ）

②活動指標 ③中間成果 ④最終成果

【対象】

　対象の数：
 81,890人（うち
人口61,381人）

【事業内容】

（成果指標名）

令和７年度長久手市行政評価票（Ａ票：事業評価票） 対象年度 令和６年度

事業番号 41 事業名
子ども読書活動推進事業

総
合
計
画

そ
の
他

①事業概要

（どんな取組を行うのか） （取組の進捗をはかるもの。
　また、それがどうなるのか）

（①【対象】がどのような
状態に変わるのか）

（大事業の将来像）

市民の貸出点数や読書機会が増
える。

幼いときから子どもの側に本があ
る環境をつくり、自然と本に親し
み、読書の楽しさを知り、家で読
書を楽しむ子どもが増えることを
目的とし、読書環境の整備、読書
のきっかけづくりや、読書の習慣
化を図ります。

長久手市の人口一人あたりの市
民貸出冊数

Ⅰ

　
基
本
情
報

事
業
の
概
要
・
目
的

【アクションプラン指標】
中央図書館での小学生までの貸
出冊数【単年】の増加

【その他の指標】

大
事
業
共
通

乳幼児から高齢者まで全ての市
民が集う社会教育施設として読
書環境が整い、図書館が生涯を
通じて読書に親しむ場となる。
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【アクションプラン指標】 基準値 143,756 目標値 146,000 147,500 147,500 147,500 147,500

目標値 147,500 実績 131,808

基準値 目標値

目標値 実績

基準値 目標値

目標値 実績

基準値 目標値

目標値 実績

　各年度の取組、改善したこと。目標が達成できなかった場合はその理由

活動指標名 単位
基準値（2023年）
目標値（2028年）

※AP指標のみ
区分

R6(2024)
年度

R7(2025)
年度

R8(2026)
年度

R9(2027)
年度

R10(2028)
年度

1 冊
中央図書館での小学生までの貸出冊数【単年】

2

3

4

事業開始
の背景

子どもの読書活動の推進に関する法律に基づき、平成２４年度に第１次長久手市子ども読書活動推進計画を策定し、子ども読書活動推進に
係る事業を実施している。令和５年度より第３次計画に基づき、家族で読書を楽しむ子どもが増えることを目的として事業に取り組んでい
る。

Ｒ
６

・令和６年４月より貸出冊数を５→１０冊に拡大し、貸出冊数の増
加を見込んでいたが、貸出期間を２→３週間に延ばしたことによ
り、貸出の回転率が緩やかになり、目標を達成できなかった。
・令和６年４月より長久手市保健センターの３～４か月児健康診査
でブックスタート事業のブックスタートパック配布開始により、該
当者の９割以上に配布できた。

Ｒ
７

Ｒ
８

Ｒ
９

Ⅱ

　
活
動
状
況
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
詳
細
）

活
動
指
標

エ
ピ
ソ
ー
ド
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R2 年度 R4 年度 R6 年度 R8 年度 R10 年度

成果指標名（中間成果をはかるもの） 単位 成果指標の推移と目標

【現状】

4.2 5.4 5.2 5.3 5.3

成果達成状況 指標目標値の根拠

Ａ.想定より良い　Ｂ.想定どおり　Ｃ.どちらともいえない

Ｄ.想定を下回っている

評価の理由、分析

今後の方向性 今後の方向性の理由

Ａ.拡充　Ｂ.現状維持

Ｃ.縮小　Ｄ.廃止

改善ポイント

（成果指標を踏まえ、総合計画基本目標達成のため、必要性、有効性、効率性、公平性、歳入確保の観点等から見直しの余地のある取組を記入）

見直し

可能年度

長久手市の人口一人あたりの市民貸出冊数 冊

Ｃ

コロナ禍を経て、貸出冊数は回復しているが、令和６年４
月より貸出冊数及び貸出期間を変更したことにより、貸出
の回転率が緩やかになっている。R7年度以降も同様の傾向
が続くと考え、R6年度実績の1％増加を目標設定した。

市民アンケートによる要望の結果、冊数と期間を変更し、令和６年４月より貸出冊数を５→１０冊
に拡大したことによる貸出冊数の増加を見込んでいたが、同時に貸出期間を２→３週間に変更した
ことにより、貸出の回転率が緩やかになり、減少に転じている。今後、委託職員と協力して増加を
目指す。

Ｂ
令和６年度より窓口等業務委託を実施しており、民間のアイデアを取り入れた子ども向けの事業の実施を進める。そのほ
か、本に触れる機会を増やすため、市職員が主体的に連携事業（アウトリーチ事業）を継続する。

見直しの余地のある取組名
見直しの
方向性

理由及び具体的な見直しの内容

1 子ども向けイベントの実施

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

民間アイデアを取り入れた子ども向けイベントの実施や、学校・児童館・保育園などへの
本の貸出の他、協働体制で実施できるものを検討していく。

2

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

3

　拡充
　改善
　縮小
　廃止

Ⅲ

　
事
業
の
成
果
・
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R8年度の費用（R7年度比） （単位：千円） R5(2023)年度 R6(2024)年度 R7(2025)年度

Ａ.拡充　Ｂ.現状維持 予算 決算 予算 決算 予算

Ｃ.縮小　Ｄ.廃止 76,646 69,456 106,250 108,901 110,313

理由 合計額 104 121 114 163 121

（内　国費）

（内　県費）

（内　諸収入） 104 121 114 163 121

（内　その他）

一般財源 76,542 69,335 106,136 108,738 110,192

積算額 R7年度予算の内訳　＜細々節名、　予算額、（R6年度予算額）＞

Ｂ 事業費

特
定
財
源

子ども読書活動推進計画にかかる館内及
び連携事業をはじめ、図書購入、窓口等
業務委託、及び図書館システム運用を継
続して実施するため。

Ⅳ

　
費
用

令
和
８
年
度
予
算
の
方
向
性
（
P
L
A
N
）

３
年
間
の
推
移

未定 会計年度任用職員報酬 15,752千円（13,935千円）
コンピュータ運用業務委託 6,288千円（5,506千円）
コンピュータ賃借料 3,272千円（2,513千円）
会計年度任用職員期末手当 3,292千円（2,783千円）
会計年度任用職員勤勉手当 2,765千円（2,329千円）
光熱水費 12,040千円（11,757千円）
印刷製本費 400千円（380千円）
自動車点検手数料 11千円（0千円）
放送受信料 43千円（42千円）
図書館運営協議会委員報酬 73千円（73千円）
普通旅費 10千円（10千円）
特別旅費 20千円（20千円）
会計年度任用職員旅費 12千円（12千円）
消耗品費 2,449千円（2,449千円）
燃料費 31千円（31千円）
修繕料 60千円（60千円）
道路通行料 5千円（5千円）
自動車借上料 129千円（129千円）
図書情報使用料 1,540千円（1,540千円）
図書資料 17,000千円（17,000千円）
日本図書館協会負担金 37千円（37千円）
県図書館協会負担金 9千円（9千円）
県公立図書館長協議会負担金 5千円（5千円）
尾張部公共図書館連絡協議会研修会負担金 2千円（2千円）
図書館職員講習会負担金 10千円（10千円）
洗車手数料 4千円（7千円）
食糧費 7千円（14千円）
図書情報作成委託 45千円（54千円）
重量税 0千円（9千円）
通信運搬費 360千円（372千円）
自動車損害保険料 14千円（32千円）
車検手数料 0千円（33千円）
図書消毒機保守委託 42千円（83千円）
図書資料装備委託 50千円（92千円）
施設管理用備品 0千円（58千円）
会計年度任用職員通勤費 250千円（359千円）
窓口等業務委託 44,286千円（44,500千円）


